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研究論文

里山保全管理後の25年間の自生ツツジ類を含む林床における種多様
性の動態からみた適正管理周期の設定

The Setting at Proper Conservation Management Cycle that Narrowed the Focus to 

Transition of Species Diversity including Wild Rhododendrons of 25 Years after Con同

servation in Forest Floor in the Abandoned Satoyama Coppice Forest 

上原三知 重松敏則 藤井義久

UEHARA Misato SHIGEMATSU Toshinori FUJII Y oshihisa 

This paper compared vegetation structure of the forest 
between those which did not have management for 50 
years and those which had management 25 years ago 
for conserving flowers of wild Rhododendrons in the 
secondary forest floor of Hyo go prefecture in Japan. As 
a result of the analysis, the number of the plant classes 
in a managed ward grew to 42 species, and 19 of 29 
species of trees were deciduous broad-leaved仕eesin-
eluding Rhododendron reticulatum which does not have 
a flower. In addition, 13 species of herbs were able to 
be identified at the managed forest floor. On the other 
hand, it followed that there was a small number of the 
plant classes with 23 species in a no managed district. 8 
of 20 species of the trees were deciduous broad-leaved 
trees without wild Rhododendrons, and the herb were 
identified for only three species. Thus it is considered 
that there is a possibility of making the Rhododendron 
to produce more flowering amount by thinning and re-
moving broad-leaved evergreen trees and shrubs at a 
suitable rate in a period of at least 25 years. Addition-
ally, the results of this paper imply that understanding 
unattended time forest management is the most impor-
tant for Satoyama forest conservation in the印刷re.

1.研究の背景と目的

春の山野を彩る各種の野生ツツジは，我国の風土景観

上，欠かせない季節の風物詩の 1つで、あり，コパノミツ

バツツジ，モチツツジ，ヤマツツジ等は，いずれも下刈

り，放牧等の人為条件下で生存してきた 1）。よって薪炭

林や農用林としての管理が放棄された里山の二次林内で

は，植生遷移に伴う常緑広葉樹の密生化や林冠の閉鎖に

よる林内照度の低下を主な原因とし，ツツジ等の好陽性

の野生花木類や春植物の多くが失われていく状況にある。

このような中で，大都市近郊の里山等の身近な自然が有

する保健休養および生態的保全機能の重要性に注目した

重松・高橋らの二次林の生物多様性の保全管理による里

山管理に関する研究 1)2）をはじめ，複数の研究が継続され

ており 3)4)5），コパノミツバツツジ，モチツツジ，ヤマツ

ツジ等の開花を維持するための林内照度や，立地環境等

の環境条件がある程度解明され，その具体的な管理のモ

デルも提示されている。

しかしながら，既に薪炭林利用がなされず 50年近く

が経過した現状では，植生遷移に伴う影響や，保全効果

の持続性を時系列的に分析する必要がある。植生遷移の

観点からは，温帯性アカマツ林におけるアラカシや，冷

温帯性アカマツ林でのミズナラを次期遷移ステージの優

占種と推察する加藤らの研究 6）や，コパノミツバツツジ

などの二次林生種の分布傾向が歴史的な収奪の程度や，

孤立化（放置）からの経過時間の違いに関連すると指摘し

た石田らなどの成果 7）がある。

保全効果の継続性については，最長3年目までの追跡

調査から，里山林における照葉低木類およびササ類の伐

採が植物種数の維持・回復に有効とする山崎らの報告 8)
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がある。また，植生管理後の 11年間の常緑広葉樹，夏

緑広葉樹の積算被度の推移から，常緑広葉高木の遷移後

期種が増加した里山においては，種多様性を高め，落葉

広葉高木の林を維持するために，常緑広葉高木の高頻度

な刈り取りが有効とする山瀬の報告 9）などがある。

しかしながら， 1度実施した保全管理効果の継続性と

いう省力化の観点から，このような保全管理効果をより

長い時間経過の下で検証した事例はほとんどみられない。

また，薪炭や緑肥の生産林としての利用と管理が放棄

されて生物の多様性の低下が懸念される里山林の面積が

6万～9万krrf （国土の2割程度）10）にも及ぶことを考えれ

ば， 1度実施された保全管理効果がどの程度継続するの

か，あるいは同様の環境条件下で， 管理されなかった林

分はどのような林分環境へと植生遷移するのかを明らか

にする必要がある。

このような保全管理効果の継続性の観点から，本論で

は， 1950年代から管理が放棄され，その後，国の用地取

得により，かつての里山林に人の手が加わらない状態で

公園化された兵庫県三木市のグリーンピア三木を対象地

とした。そこで 1983年に林床の自生ツツジ（本地区では

コノ《ノミツバツツジ，モチツツジ，ヤマツツジの 3種，

以下，自生ツツジと表記）の着花を改善する目的で自生ツ

ツジ以外の低木の除去と，高木の択伐が実施された重松

2）の調査区を追跡調査し，同様の条件下にありながら植

生管理が実施されなかった林分の植生構造と比較分析か

ら，保全管理の省力化の観点において適正な管理周期を

探求する。

2. 研究方法

2. 1.詞査対象林分の設定

図－1は，調査対象地であるグリーンピア三木の位置と，

1983年に設置され

た重松 2）の調査区エ

リア，ならびに 2007

年に新たに設定した

対照区の位置を示し

たものである。

管理放棄されていた 347haのアカマツ林，クヌギ ・コナ

ラ林，ならびに谷津田が買収され， 1980年に開設された

ものである。植生帯は常緑広葉樹林帯であるヤブツバキ

クラス域に属する （図ー1）。

調査対象エリアは， 1983年 3月までに管理放棄され

て25年～30年が経過したコナラ三次林で，まず自生ツ

ツジ以外の林床植物の選択的刈り取りを行い，さらに上

層木の 1/2の強択伐管理により林内光環境を改善し自生

ツツジが十分に着花するように処理された明区について，

その後25年が経過した2007年8月に植生構造の調査を

行うこととした。

また， 2007年 8月に上記の調査区と連続する谷津田

跡に隣接した南西斜面という同一地形条件で， 一帯に

1969年および1983年にコパノミツバツツジ等の自生ツ

ツジの群生が確認されており，国が土地取得してから全

く管理されていないコナラ二次林に調査区を新たに設定

し，管理が放棄され約 50年が経過した対照区として調

査を行う こととした（図－1)11）。

2. 2.立木密度，林内照度と自生ツツジの残存率，

着花率との関連性

上記で設定した調査区において， 25年前の調査データ

(3月に層別刈り取り調査実施）と比較できるよう，樹冠構

成木については， 10m×10mの範囲のものを対象に，樹

高及び胸高直径を測定した。また残存する低木層におけ

るコパノミツバツツジおよびモチツツジの上部における

林内の照度と全天区の照度を 11時， 12時， 13時をはさ

む 12分間のデータとして LI-COR社製の光子量計

LI-190 Quantum Sensorを用い計測し，その平均値から，

ぞれぞれの調査区における林内相対照度を算定した 12）。

また，林内のコパノミツバツツジ，モチツツジの着花

率については，花芽分化が終了する 8月末～9月上旬に，

4蜘 Y竜2障をrn豊後$.と対象絵

3償給

認；；

グリ ーンピア三木

は，阪神地域の都市

住民の保養施設とし

て，薪炭林および農

用林の役割を失い，
図ー1研究対象地の概要と調査区
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調査区の林分条件

棺橿材命

コナラ 2匂r
ヨ主:2_____§Q_
ヨ主:2_____§Q_

表－1

胸高直控立方語読支淘抜傾鮮睦傾階方位年割勾気温年輯場告量

13.知 TI 7.1本la 150n 22" SW 14.4℃ 1371伽m
38.5 3 1田 22 SW 15.5 003 
26.6 5 140 25 SW 15.5 003 

棒高

11.1m 
16.5 
21.1 

各調査区における各ツツジ5個体

の上方の枝について，それぞれ枝

先から 50cm内における花芽と葉
明恵1錦＠
型霊"(2<;!IJ)_
実館司＆（200'刀

表－2 明区（2007）と対照区（2007）の林内階層構造

高司書量 ~罫村曹 ffi::木語ま1) 個沖事ま2) 草草書量
民税 20l地 40弘 2邸 主恥
コナラ J咋ミイヌエンジュコパノミツパッ、yジムラザキシキブ ジャノヒゲ

85 80 20 5 2 
コナラ ヤブツJ梓 ネズミモチ サカキ テイカカズラ

樹棒／優己躍

橿甑棒

量薗重
撞撞華
畳量重

事E豆：'2007)

芽の数を観察記録し，その平均値

を各区の着花率として算出した。

2. 3.層別刈り取りによる林内構造の比較

25年前に設定され，ツツジ以外の刈り取

りと，林内照度の改善が実施された明区お

よび，約 50年の間，無管理で、あった対照区

実慣習g(200乃

表－3対照区（無管理区）のE高木層に優
占するヤブツバキ（株立）の年輸解析結果

士也上泊四の 士自輸の年輪
幹直径

5.8cm 
6.5 
5.6 
5.4 
a1 

モチツツジ

皇霊主
42凱
46.1 
21 
0 
0±0.00 

盟
田
一
日
一
昭
一
日

立木密度、林内照度の変化と自生ツツジの
残存率・着花率との関係性

卦趣向概説話
400/h閣’ 38.肌 83.20'Ai
311 43.1 80 
747 14.9 27.9 
747 13.5 15.9 
DJ 11.1 35.5：±ヨ182
500 4.8 ー

地上3Qm0)
鞘司韮展

1a1cm 
20.3 
17.7 
16.9 
25.4 

刷
福
一
剛
一
剛
一
附

表－4

明茎1錦3年

暗図錦3年

盟亘豆盟主
実憧堰笠α）7:年
本医院巧)±f謁察軍鰐詣豊

について，設定した 10m×10mの中心部にさらに，それ

ぞれ 5m×5mの方形区を設置し，樹冠構成木を除く総て

の下層植物について，層別刈り取り法により，それぞれ

の現存量を 50cm毎の高さ階層別に秤量測定した。 25年

前のデータと比較するために，秤量は，同様に種毎にお

こない，生体重で表すとともに， 50cm高さ階級毎の個

体数も記録した。

2. 4.結語および今後の里山管理への展開

以上の約25年が経過した 1983年の里山保全の効果に

関する分析結果をまとめるとともに，現在の里山林が置

かれている状況などを総合的に加味しながら今後の里山

保全への展開について考察を行った。

25%と高い状態で、あった（表ー2，写真－1右）。

一方，明区と同様に谷津田に隣接する南西斜面にある

対照区では，落葉広葉樹であるコナラが優占する高木層

に次いで，常緑広葉樹であるヤブツバキが優占する亜高

木層の植被率が 80%と高く，林内が暗い状態で、あった（表

-2，写真ー1左）。亜高木層に優占する株立ち状のヤブツ

バキ 5個体の年輪解析からも，概ね最後に伐採されてか

ら約 50年が経過していることが確認できた（表－3）。

以上のように明区の林内ではコバノミツバツツジを含

む低木層と草本層の植被率が対照区に比べて高い状態に

あるのに対して，対照区では高木層，亜高木層の植被率

が高く，逆に低木層，草本層の植被率が低い林内構造と

なっていることが明らかになった。

自生ツツジの残存状況との3. 2.林内照度と着花率，

関連性

表－4は， 1983年に計測された明区と暗区の林内にお

ける相対照度，自生ツツジの着花状況のデータと， 2007

年に計測した同一林分（明区）と，対照区（2007年設定）の

計測値を比較したものである。

照度の測定は， 25年前と同様に残存するコパノミツバ

ツツジの上端部における測定値と，全天区における測定

3.結果

3. 1.対象林分の設定とその概要

写真－1は，今回の調査対象とする林分の 2007年の状

況を示したものである（左：対照区，右；明区）。表－1,2 

は， 25年前に設置された明区と 2007年に設置した対照

区の林分調査の結果を示したものである。 25年前に林床

の管理と高木の間伐が実施された明区では，樹林高が

11.lmから 16.5mへ，高木の平均胸高直径が 13.3cmか

ら38.5cmへと増加し，逆に高木の密度は 7.1本／100rd 

から 3本／100rdへと減少していた。

一方， 50年以上も管理されていない対照区では，明区

と比べて樹林高が 21.lm，立木密度が 5本／100rdと高い

結果となったが，逆に胸高直径が 26.6cmと細い立木が

多い結果となった（表－1）。

また，それぞれの林内構造を比較すると， 1983年に林

内に残存するコパノミツバツツジ，モチツツジの着花改

善のために，高木・亜高木の 1/2の間伐と，ツツジ類以

外の低木の刈り取りが実施された明区においては，高木

層の植被率が 65%と少ないものの，コバノミツバツツジ

やムラサキシキブが優占する低木層の植被率が 40%,

19 Vol.10. 2009 芸術工学研究



左 ：対照区（50年近く管理放棄）

右 ：明区（25年前に間伐と林床管理を実施）

写真－1対照区と明区の林分状況

(2007年撮影：上原三知）

写真一31983年における選択的下刈り直後の

春の雑木林

これまでの陽光不足のためにツツジの開花がほと

んどみられない。この後、さらに高木のコナラに対

しても間伐を行う。（撮影：重松敏則）

写真一51983年に選択的下刈りと高木の強間伐が実

施された明区の2008年春の林内

（撮影 ：重松敏員lj)

値から相対照度を求めたものである 11）。

1983年当時の着花率は，各個体の最上部の枝先から花

数と花を着けていない新芽の数を合計で100以上計測し，

花芽の頻度を百分率で表したものである。2007年も各個

20 I川 却091白川

写真一21982年における選択的下刈りを行う前の

密生した雑木林（コナラ林）

（撮影：重松敏則）
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写真一4光条件が改善され、翌春（1984年）

一斉に開花したコJfノミツバツツジ

（撮影：重松敏則）

写真一6保全管理から 25年が経過した明区にお

ける春のコパノミツバツツジ

(2008年4月三木）

25年前に林内照度を 40%にまで改善した林内

では、ツツジ個体の保護は成功しているものの、

開花に必要な陽光が再び不足した状態になって

いた。（撮影 ：重松敏員lj)

体の最上部の枝先 50cm内における花芽と葉芽の数を計

測し，その花芽の出現頻度を平均値（百分率）で表した。

コノミノミツバツツジおよびモチツツジの花芽分化は 8月

中旬までには完了していることから， 2007年の 8月末



～9月上旬にその花芽率の調査を行い，翌年 2008年 4

月に実際の開花状況の確認を行い計測した値が妥当であ

ると判断した。

林内の光条件については， 1983年に林内相対照度が約

40%になるように高木層が間伐され，着花率が 80%を超

える条件が保全された明区では， 25年後の 2007年では

相対照度が 11.1%，着花率が 35.5%まで低下していた（表

-4）。

コノ〈ノミツバツツジは，モチツツジ及びヤマツツジに

比べると花の大きさが小さく，開花期の景観を演出する

ためには全体としてほぼ 70%程度以上の着花率が必要

であり，そのための林内相対照度が少なくとも 30%以上

必要とされている 2）。よって， 25年前の管理により林内

の相対照度が改善された林分でも，その後 25年聞が経

過すれば高木層の枝張りの発達と植生遷移により，十分

な着花が期待できない林内相対照度に戻ってしまうこと

が明らかになった。

一方， 50年近く無管理の対照区では，林内相対照度が

4.8%にまで低下しており，低木層の上部においても自生

ツツジの着花が期待できないばかりか，コパノミツバツ

ツジ，モチツツジが皆無であり，常緑樹の密生化が進み，

落葉樹が生育できない光条件にまで植生遷移が進んでい

ることが明らかとなった（表－4）。

また 1983年にコパノミツバツツジ，モチツツジ以外

の低木類の選択的な刈り取りのみが実施された暗区（明

区で実施された高木の間伐がなされていなしウでは，その

後， 25年間にわたり放置されていたが，コバノミツバツ

ツジのわずかな個体と花芽が確認できた。

以上から，同様の立地条件下で約 50年間にわたり管

理放棄された林分では，コバノミツバツツジ，モチツツ

ジの個体すら確認できなかったことから，かつて周期的

な伐採更新により林内に生存していた里山の先の2種の

ツツジは少なくとも管理放棄から約 50年でほぼ完全に

林内から消失すると推察される。

3. 3.層別刈り取り調査による林内構造の比較

図ー2(1983年）と図－3,4(2007年）は，調査地における

25年前と現在の林内の植生構造について層別刈り取り

法（5m×5m）による調査結果を比較したものである。

図－3,4の集計結果は， 25年前のデータと比較するた

めに凡例パターンを統一し，より詳細なデータの集計結

果を，種組成別の現存量として表－5,6に示す。

25年前の林床構造を見ると，既に 1983年時点で管理

放棄後 25年が経過していたにも関わらず，コバノミツ

バツツジの生体重が全体の現存量の中で比較的に高い割

合を占めており，当時の二次林林床における主要な構成

種で、あった（図－2）。しかしながら， 1983年の時点でも，

下刈り管理が長年放棄された結果として，低木層におけ

るアラカシ，ヒサカキなどの常緑広葉樹の割合が高い状

態で、あったこともわかる（図－2）。

上記のエリアの低木層におけるツツジ以外の常緑樹及

び落葉樹の除伐，ならびに高木層の強間伐による林内照

度の改善（林内の相対照度40%）がなされ，コバノミツバ

ツツジが十分に着花する条件が整えられた明区の 25年

後の林床構造を示したものが図－3である。

25年前の林床構造と比べると選択的に刈り残された

コパノミツバツツジの生体重が全体に占める割合が非常

に高いことがわかる。また，既に 25年前に低木層に優

占しつつあった常緑性広葉樹を 1度，刈り取ったことで，

その後， 25年を経過した現在の林床でもヤマフジやその

他の落葉木本の割合が高いことは 1983年当時の管理効

果を示すものといえる（図－3）。

実際にその詳細を見ると， 5m×5mの方形区内の出現

種数は 42種となり，その内の木本類29種中 20種が落

葉広葉樹という結果になった（表－5）。また，林床におけ

る草本植物も 13種と 25年にわたり管理放棄された二次

林としては非常に多くの種が確認できた。

単純に比較することはできないが，管理放棄から 25

年が経過していながら，明区における出現種数が，同じ

兵庫県下で1996年～1997年に実施された里山整備事業

地における 11年後の出現種数 9）と比べてもほぼ同等の

出現種数を確保できている点は特筆すべきであると考え

る13）。

このことは，里山林を対象とした保全管理では林内構

成種の多様性が高い管理放棄後 25年程度までの早い時

期に，高木層の間伐を含めた林床管理を実施することで，

その後のより長い期間において，その多様性を維持する

効果が期待できることを示すと考える。

一方，約 50年間近く管理放棄されていた対照区の林

床構造をみると， 25年前にはまだ普通に自生が確認でき

たコバノミツバツツジ，モチツツジ，ネジキ，エゴノキ

等の落葉性木本が中心となる花木類が全く確認できず，

ヤマフジを除いてほとんどが常緑性木本類が優占する林

床へと変化していた（図－4）。

実際にその詳細をみると， 5m×5mの方形区内で，明
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表－5 25年前に林内照度の改善が行われた明区の林床における種組成と高さ階層別の現存量
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区では42種確認された出現種数が，対照区では23種へ

と半減し，木本植物 20種中 8種しか落葉性木本が出現

せず，草本類についてもわずか3種しか確認できない結

果となった（表－6）。

また，明区（図圃3）と対照区（図圃4）における種別の生体重

の割合を比較しでも，明区ではコパノミツバツツジ

(40%），イヌエンジュ（22.1%），モチツツジ（5.7%），ヤマ

アジ（4.8%）など春の景観を多様にする落葉性の花木類が

複数種優占しているのに対して， 50年近く放棄された対

照区では，ヤブツバキ（76.4%），ネズミモチ（16.9%）と季

節的な景観変化が乏しい常緑広葉樹の2種で全生体重の

9割を占める結果となった（表－5,6）。

4.結語

以上の結果より，種の多様性や，花木の保全によるア

メニティの改善を目的とした里山林の自生ツツジ類の保

全や，林床における落葉性木本類，草本植物の種の多様

性の保全効果は，管理後，約 25年程度維持されるもの

の，それらの更新のための着花に必要な林内の照度は低

下しており，無管理の場合は，約 50年で，かつての里

山にみられた植物の多様性がほぼ完全に失われると推定

された（写真圃2～6）。また本論の分析により，既往研究で

里山特有の植物種の維持に有効とされる常緑低木類の刈

り取り 8)9）と高木の択伐を低頻度（1回のみ）で実施して長

期間にわたり放置した場合には，無管理区よりも，落葉

樹や自生ツツジ類の出現数（残存数）が多くなることが明

らかになった。しかし，高木の択伐を行った場合でも，

25年聞が経過すると，再び自生ツツジの十分な着花が期

待できない暗い林内環境へともどってしまうことも確認

できた。

このことは，かつての里山における自生花木類などの

好陽性植物が長い期間に渡る周期的な林床管理や高木の

伐採の継続により生育環境を確保していたことを示すと

考えられる。既往研究で報告されている里山の伐採周期

の年数も，この 25年を超える周期がほとんどみられな

いことも興味ぶかい。

以上を踏まえると，少なくとも 25年を目安とした管

理は，少ない労力で，長期間に渡り里山型の種の多様性

を維持する上で1つの指標になると考えられる。

5.今後の里山管理への展開

図－5は，放棄里山林における地形条件や，林分状況を

24 卜ol.10.20091 Geijutsu Kogaku：町

踏まえて提案された重松（1988)2）の管理方針フローチャ

ートを里山管理の現状や 25年間の林分動態とコパノミ

ツバツツジの消長を踏まえて，更新したものである 14）。

重松（1988)2）の管理ブローチャートでは里山林の保全

管理や人のアメニティ利用が困難な急傾斜地を，土壌保

全を主目的として自然遷移による常緑広葉樹林化を進め

る一方で，保全管理が実施しやすく，人のアメニティ利

用に適した緩傾斜地では林間レクリエーションや，かつ

ての里山林特有の生物種の保全の提案がなされていた。

しかし，実際には一部の市民活動による里山保全や，本

研究の調査地などを除いて，多くの緩傾斜地（林間レクリ

エーション適地）でさえ，その大部分が管理放棄により自

然度が高く，かつての里山でみられた明るく開放的な雰

囲気が失われ，好陽性の植物や，自生ツツジなどの花木

類が生育できない常緑広葉樹の欝蒼とした森への遷移が

進んでいると考えられる。

このような状況の中で，かつての里山林特有の環境や

植生の多様性が 1度失われた林分をもとの状態に戻すこ

とは困難であることを考慮すれば里山の管理放棄後 25

年時点で 1983年に実施された高木の間伐と，自生ツツ

ジ以外の刈り取りによる保全管理の効果がその 25年後

の林分（2007年）にもよい結果を残していることは注目

すべき点である。

また全体的に管理放棄による景観や生物の多様性が低

下している現在の放棄里山林においては，管理放棄後 50

年を経過した林分に対する現時点の保全効果は 1980年

代に比べると低いと考えられるために，何らかの人為的

な影響や，本調査処理区（明区）のように，当時の里山の

植生に近い種の多様性を維持している可能性が高い林分

を対象に，最低限の目安として 25年周期の保全管理が

有効であると考えられる。

以上のように，既に農用林や薪炭林としての利用や，

そのための管理が放棄されて約 50年の歳月が経過した

現代の放棄里山林では，重松（1988)2）によって提案され

た急傾斜地，緩傾斜地としづ保全・管理・利用の実現性

の観点に加えて，その放棄年数や，林分状態も踏まえた

効果的な保全管理方針の策定が必要であると考えられる。

図－6,7は，筆者らが行った①土地所有形態，②林齢，

③林種情報のオーバーレイによる林地区分の分類手法

（図喝）と，その林分の面積配分，林分現況を踏まえた里

山林の保全・活用方針の例を示したものである（図－7)15)16）。

このようにスギ・ヒノキ等の人工林も含めた広義の里
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＊林種ごとにその所有区分、おおまかな林令区分の重ね合わせることで、樹林高平均、胸高直径平均値が異なる林分単位へ分

類が可能であることを提案している。

山林を限られた労力でより効果的に保全 ・活用するため

には，全体として管理放棄による自然遷移や，かつての

里山林特有の公益的機能の低下が進む森林環境を，相対

的に分類，評価し，最も保全管理による効果が期待でき

る部分について，重松（1988)2）が提案したようなきめ細や

かな管理を実施することが現代の里山管理方針として重

要な視点の 1つになると考える。
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図－7土地所有形態，林齢，林種による林地区分の特性と，その面積配分に配慮した里地・里山の保全面活用計画例 15)16) 
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